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研究成果の概要（和文）：本研究はチェルノブイリと福島という二つの原子力災害を文理の研究者が学祭的に共
同研究し、被災者主導の地域復興モデルの構築を目指した。被災地での現地調査を積み重ね、その成果を2度の
国際会議（ロンドン大学とハンガリーのセゲド大学）で議論しあい、また被災者主導の復興モデルを構築すべ
く、最終年度に東京（東京大学）と札幌（北海道大学）で全体集会を開き、市民向け講演会も実施した。現在、
成果を『原子力災害と市民復興モデル：福島とチェルノブイリの遺産』として刊行する編集作業の途中である。
2016年にはEUの求めに応じて、研究成果をルクセンブルクで報告し、被災者の目から見た福島の現状に関して大
きな反響を得た。

研究成果の概要（英文）：The joint research aims to conduct multidisciplinary studies on the serious 
nuclear disasters -Chernobyl and Fukushima- and to create a model of humanitarian reconstruction 
after nuclear accident, based on the perspectives of the affected residents. The field surveys have 
been carried for original data and new knowledge. International conferences were held twice 
(University College of London and Szeged University in Hungary). After the workshops in Tokyo ( 
University of Tokyo) and Sapporo (Hokkaido University), formulating the reconstruction models,  the 
final outputs of the research project  are now in the process of editing a book, titled as "Nuclear 
disaster and civic model of reconstruction: Chernobyl and Fukushima". Meanwhile, being asked by the 
EU to give a presentation at an official conference of the EU in Luxembourg in November 2016, the 
results of the joint research were reported, and the European experts of the issue accepted them 
with big interests. 

研究分野： 地域研究
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１．研究開始当初の背景 
福島原発事故の災害は技術、放射能汚染、
被災者対策など多様な観点から研究が行わ
れたが、地域文化の問題を含む綜合的な文
理協働研究が欠如していた。また、原発事
故の先例、チェルノブイリとの比較研究も
切望されていた。 
２．研究の目的 
本研究ではチェルノブイリと福島の原子力
災害を文理の研究者が学際的に共同研究し、
被災者参画の地域復興モデルの構築を行な
うことを目指した。 
３．研究の方法 
１）福島とチェルノブイリでフィールド調
査を進める。２）被災者参画の調査研究手
法を確立し、フィールド調査において検証
する。３）具体的な政策提言として復興モ
デル案を取りまとめる。４）国際シンポジ
ウムの開催：国内外の専門家、研究者と共
同して国際研究集会を開催する。 
４．研究成果 
原子力災害が地方文化に与える心的・文化
的影響が検証された。また、避難/移住は福
島でもチェルノブイリでも、被災者主導の
自主的避難/移住で公式の政策が補完され、
地方自治体が仲介者として重要な役割を果
たしたことが明らかとなった。チェルノブ
イリの場合は被災者グループのインフォー
マルな運動が州行政を動かし、福島の場合
は強制避難か自主避難かに関わらず、広域
や基礎自治体の独自な判断が重要だった。
自然環境との関係では、昆虫など小動物へ
の放射能の明瞭な影響が確認された。哺乳
動物などへの影響については継続的調査の
必要性が判明した。研究成果は欧州連合の
「オーフス条約と原子力円卓会議」で報告
され、欧州の原発事故防災政策に寄与した。
また復興モデルづくりにおいてロンドン大
学やハンガリーの大学と共同して、レジリ
エンスの視点から国際ワークショップが開
催された。本研究参加者による共著『福島
とチェルノブイリの遺産』が近刊予定であ
る。 
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